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デザイン思考に基づく医療機器開発 
～ 深部静脈血栓予防装置と腸内洗浄装置の例 ～

●キーワード● エコノミー症候群、深部静脈血栓症、直腸癌、大腸癌

1．深部静脈血栓予防装置の例
　●医療現場における課題

　長時間同じ姿勢を取り続けると、血管内に発生
した血栓が血液で運ばれ、肺血栓塞栓症や心筋梗
塞等、生命の危機に直結する症状を発症すること
があります。
　現状、間歇的空気圧迫装置等を用いて予防しま
すが、装置装着部位の蒸れやかゆみなどを訴える
患者さんが存在します。

　●課題解決に向けたアクション
　足関節を持続的他動運動することで、「第2の心
臓」と呼ばれるふくらはぎ（ヒラメ筋）を伸縮運動
させる深部静脈血栓予防装置を開発しました。ふ
くらはぎを伸縮することで、静脈内の逆流防止弁
が作用し、血流改善の効果を生みます。本装置の効
果は、超音波エコー装置のカラードップラー画面
により確認しました。

2．腸内洗浄装置の例
　「大腸や直腸の手術前に、患部を衛生的に洗浄した
い」との医療現場の要望に応えるため、デザイン思考
を取り入れ、「術前用腸内洗浄装置」の開発を行いまし
た。

腸内洗浄用具（特許第6845471号）
下肢の血流改善における持続的足関節運動の検討（日本機械学会2018年度年次大会講演予稿集）

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　医療の現場の課題に対し、デザイン思考の考え方
を取り入れた新しい医療装置の開発を行っていま
す。地域のものづくり企業と連携することで、上市を
目指した活動を展開しています。

・既存の医療機器では、解決しない課題を有する医
療現場の皆様

・新しい医療機器を上市したいと考えるメーカーの
皆様

関連する知的財産
論文 等

持続的他動運動による深部静脈血栓症予防装置

術前用腸内洗浄装置の構成要素
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ブロック積層型シリコーンクッションマット 
～ シリコーンブロックシート用途開発 ～

●キーワード● 褥瘡予防、体圧分散、体位保持、筋活動、シリコーン樹脂

　褥瘡予防を目的としたクッションマット等をカスタ
ムメイド可能なシリコーンブロックシートを開発しま
した。本ブロックシートは、シリコーンゲルとシリコー
ンゴムから成る複合構造を有しています。これを用いて
作製したクッションマットは、同一形状の発泡ウレタン
製クッションマットに比べ、体圧分散性能が優れてお
り※）、また前後左右に座面の傾けた際の重心位置移動が
小さく※※）体位保持性能が高い特徴を有しています。
　今後、本ブロックシートが有するもう一つの特徴であ
るカスタムメイドが可能な特性を生かした応用事例開
拓が期待されています。

褥瘡予防用マットレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（特許５７７６５６９号）
褥瘡予防用セミオーダー型シリコーンブロック製クッションの試作（バイオエンジニアリング講演会論文集,2016）
褥瘡予防用シリコーン樹脂マットレスの安定性に関する研究　　　（JSME北陸信越支部講演論文集，2012）
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研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　シリコーンブロックシートは、褥瘡発生予防と姿
勢安定性の双方に寄与します。
　ブロック積層構造を採用し、使用者の体形や姿勢
に応じた形状にカスタムメイド可能です。

・医療や介護の現場で、褥瘡予防機器を開発してい
る開発者
・医療機器や介護用品を開発している企業

関連する知的財産
論文 等

信越化学工業(株)との共同研究による
シリコーン樹脂製ブロックシートとクッションマット製作例

※※）体位保持性能の比較
　シリコーン樹脂性マットレス　　　　発泡ウレタン性マットレス

※）体圧分散性能の比較
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